
・【創造】疑問をもとに生きて働く知恵を創り出し、表現する

・【友愛】他人の気持ちを想像し、人のために尽くす

・【誠実】誠実に自分の役割を果たす

・【健康】強い心と体をもち自分を信じて挑戦し続ける

No.5 「続けることの偉大さ…お手伝いのすすめ」 2017/6/22 文責：校長 荻野 桂司

６月13日（火）の朝、学校集会で賞状の伝達を行い

ました。

春季の中体連郡市大会及び県大会、少年の主張

校内大会、富岡甘楽地区よい歯のコンクールで入賞

した生徒等が対象でした。

スポーツや意見発表、口腔の健康など表彰の内容

は様々です。しかし、表彰された生徒には共通するもの

があるのではないでしょうか。

それは、「『続けること』で得られた栄誉である。」という

ことです。

大会での勝利や記録更新を目指して練習を続ける。

説得力のあるスピーチとなるよう文章を考え続ける。

虫歯にならないよう歯磨きを続ける。

どれも短時間では達成できないものばかりです。

毎日、毎週、毎月、毎年といった時間の積み重ね

がなしとげる成果の偉大さを実感させられました。

では、どうすれば『続けられる』人になれるのか？

以前、「生徒指導の神様」と呼ばれた原田隆史さん

（元中学校教諭。陸上部顧問として、全国大会で優

勝した生徒を何人も指導。）の講演を市内で聴いたこと

があります。

目標達成に向けて粘り強く取り組める生徒を育てるた

めに、原田さんが実践したこととは……。

それは、「家庭での毎日のお手伝い」です。食器洗い、

トイレ掃除、洗濯等々。部活動で疲れていても、塾があ

っても「任されたお手伝いは、その日のうちに必ずやりき

る！」ことを生徒にくり返し説いた（実行させた）のです。

本校の生徒たちは、粘り強さを身に付けるチャンスを

家庭で手に入れているでしょうか……。

北中学校のキャリア教育では、目指す六つの姿の一つと

して「役割を自覚し、それを果たす姿」を掲げています。

『続けられる』人づくりに向けて、ご家庭の創意と工夫

よい歯は一日にしてならず！（阿久津さん・佐藤くん）とご協力を、お願いいたします。
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「チーム北中」航海中！（６月編）
県中体連春季大会の活躍

上田さん 県大会で2位入賞！
６月１１日（日）に行われた、県中学校春季大会卓球

大会（女子シングルス）では、本校２年生の上田さんが、

2位に入賞しました。

1年生から３年生まで総勢99名のライバルが参加した

大会での活躍に、あらためて拍手を送りたいと思います。

また、6月3日（土）に開催された県大会陸上競技記

録会では、本校陸上部７名が参加しました。

・共通男子走幅跳（3年 高橋くん） ＊競技順

・共通男子砲丸投（3年 飯野くん）

・1年女子800ｍ（1年 山室さん）

・1年女子走幅跳（1年 神戸さん）第7位

・共通男子200ｍ（2年 小金澤くん）

・共通女子１５００ｍ（3年 吉井さん）

・共通女子砲丸投（3年 白石さん）

1年女子走幅跳では、神戸さんが第7位に入賞しまし

た。7月8日（土）からは夏の総合体育大会が開催されます。各部員が充実した練習を続け、

持てる力を最後の試合や競技が終わるまで発揮していけるよう、応援したいと思います。

少年の主張校内大会 笠原さん(3年）、萩原さん（1年）は市大会へ。
６月６日（火）に本校体育館で少年の主張校内大会を行いました。各学年から選ばれた9

名が、日頃の生活を通して感じていることや考えていることを発表しました。

1年 伊藤 さん（一番は人間？） ＊（ ）は演題

1年 田中 くん（少年のストレス発散について）
1年 萩原 さん（日本は幸福ですか？）優秀賞
2年 今井 さん（今、あたり前の一秒を。）
2年 大野 さん（背中を押して）
2年 佐藤 さん（七二億分の一の奇跡を）
3年 大塚 くん（人と人を繋ぐもの）
3年 笠原 さん（後でとは思わずに、今。）優秀賞
3年 佐藤 さん（幸せのつくりかた）

＜笠原さんの発表から一部をご紹介します＞…私は、二人の祖父が亡くなったことによって、たった一言
を言わないことでとても後悔することを実感しました。ましてや、亡くなった祖父にはもう二度と声をかけられな
いのです。「やった後悔よりも、やらない後悔の方が大きい」とはよく言われますが、このできごとも同じこと
で、言った後悔よりも言わない後悔の方が大きいと思います。「後でいいや」、と思って伝えないととても後
悔します。「後で」がもう二度とないのかもしれないのですから。……
本通信に関するご意見・ご要望等は、生徒を通じて校長･荻野までお届け下さい。電話・Fax等でも結構です。
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